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第
５
回
研
修
会
は
、
上
智
大
学
総
合

人
間
学
部
社
会
福
祉
学
科　

藤
井
賢
一

郎
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
次
期
介
護

報
酬
改
定
の
動
向
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
期
待
さ
れ
る
役
割
」
に
つ
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

報
酬
改
定
の
議
論
は
、
ま
だ
表
に

出
て
い
な
い
が
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
１
６
年
の
間
に
介
護
保
険
総
費
用

は
約
3
倍
に
膨
ら
み
、
高
齢
化
率
は
、

16
％
か
ら
26
％
を
超
え
10
％
以
上
増
え

平
成
28
年
度
　
５
回
全
体
研
修
会

テ
ー
マ
　
次
期
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割

開
催
日
時　

平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）　

14
時
00
分
～
16
時
15
分

開
催
場
所　

市
民
会
館
う
ら
わ　

８
階
コ
ン
サ
ー
ト
室

て
い
る
。
65
歳
以
上
が
払
う
保
険
料
も

平
均
２
９
１
１
円
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
（
第
6
期
）
は
平
均
５
５
１
４
円

と
な
り
、
第
7
期
に
は
６
０
０
０
円

超
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。
さ
ら
に

２
０
２
５
年
以
降
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
り
、
後
期
高
齢
者
も
大
幅
に

増
え
る
た
め
給
付
の
抑
制
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
２
０
１
８
年

度
改
定
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
方
向

で
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
将
来

人
口
推
計
よ
り
人
口
構
成
、
合
計
出
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生
率
で
み
る
と
、
２
０
５
０
年
か
ら

２
０
６
０
年
ま
で
は
負
担
増
が
続
く
た

め
、
制
度
を
維
持
す
る
に
は
改
定
ご
と

に
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
施
設
か
ら
在
宅
へ
向

か
っ
て
お
り
、
病
院
で
の
死
亡
者
数
が

２
０
０
５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
自

宅
死
亡
者
は
、
２
０
０
６
年
を
ボ
ト
ム

に
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、
総
死
亡
者

数
は
１
３
０
万
人
弱
で
、
２
０
３
０

年
か
ら
４
０
年
に
か
け
て
、
毎
年

１
６
０
万
か
ら
１
７
０
万
人
亡
く
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。
死
亡
者
数
の
増
加

に
よ
り
療
床
を
全
部
作
る
こ
と
は
困
難

で
、
自
宅
で
亡
く
な
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
地
域
包
括
ケ
ア
の
目
標
。

　

次
期
改
正
で
は
、
２
０
１
８
年
8
月

か
ら
現
役
世
代
並
の
所
得
の
あ
る
利
用

者
は
３
割
負
担
の
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。
特
定
事
業
所
集
中
減
算
に
つ
い
て

は
、
公
立
・
中
正
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
た
め
に
導
入
さ
れ
た
が
、
利

用
者
本
位
の
プ
ラ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
な
ど
弊
害
が
指
摘
さ
れ
、
次
期
改

定
で
は
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
運
営
基
準
の
見
直
し

を
行
い
、
個
々
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

資
質
を
上
げ
る
た
め
、
管
理
者
が
行
う

べ
き
役
割
に
つ
い
て
明
文
化
（
訪
問
介

護
な
ど
他
サ
ー
ビ
ス
で
は
明
文
化
し
て

い
る
）
し
強
化
す
る
。
ま
た
、
今
ま
で

都
道
府
県
で
行
っ
て
い
た
指
定
権
限
を

保
険
者
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
市
町
村

へ
移
譲
し
、
市
町
村
で
指
導
・
監
督
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

中
重
度
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
と
し
て
、
前
回
の
改
定
時

に
小
規
模
多
機
能
、
定
期
巡
回
に
つ
い

て
報
酬
増
を
図
り
、
18
年
度
改
定
で
も

引
き
続
き
プ
ラ
ス
で
検
討
し
て
い
る
。

小
規
模
多
機
能
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
や
プ
ラ
ン
を
作
る
際
、
多
職

種
で
議
論
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
今
後
、
小
規
模
多
機
能

の
利
用
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
外

部
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
、

入
退
院
の
際
、
家
族
的
な
役
割
を
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
行
う
こ
と
が
あ
り
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
外
の
仕
事
に
か
な

り
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め

退
院
支
援
に
つ
い
て
も
っ
と
評
価
す
べ

き
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

看
取
り
に
つ
い
て
、
次
期
改
定
で
は
評

価
す
る
動
き
は
あ
る
が
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い

る
か
、
制
度
を
作
る
側
に
届
い
て
い
な

い
。
藤
井
氏
は
、「
手
間
が
か
か
る
、
負

担
が
大
き
い
等
の
話
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
た
め
、
制
度
を
作
る
側
に
現
場
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
示
し
て
ほ
し
い
。
そ

の
上
で
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
り
社

会
保
障
費
が
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
示
せ
れ
は
、
看
取
り
が
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
評
価
の
対
象
に
な
る
」
と

い
う
。

　

通
院
同
行
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

平
成
28
年
9
月
の
調
査
で
「
1
か
月
間

で
１
回
で
も
通
院
同
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
、
35.8
％
が
「
あ

る
」
と
答
え
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
利

用
者
が
必
要
な
情
報
を
医
師
に
説
明
で

き
な
い
」
が
最
も
多
く
、「
医
師
か
ら
の

指
導
を
利
用
者
が
理
解
で
き
て
い
な
い
」

「
利
用
者
の
生
活
に
関
す
る
具
体
的
な
情

報
を
主
治
医
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
」
等
の
理
由
で
通
院
同
行
を
迫
ら

れ
る
現
状
が
あ
る
。
狭
い
意
味
で
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
は
超
え
て
い
る

が
、
こ
れ
を
し
な
い
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
が
動
い
て
い
か
な
い

た
め
、
広
い
意
味
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
入
る
。
藤
井
氏
は
「
制
度
を
作

る
側
は
、
こ
の
現
状
を
知
ら
な
い
た
め
、

言
語
化
し
た
も
の
を
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
不
要
論
の
背
景
と

し
て
、
在
宅
の
限
界
点
に
つ
い
て
諦
め

て
し
ま
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
。

「
取
り
組
め
な
い
、
無
理
」
と
思
う
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
ほ
ど
、
不
要
論

が
盛
り
上
が
る
。
大
変
な
の
は
よ
く
わ

か
る
が
最
初
か
ら
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
。

そ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
れ
ば
、

評
価
を
す
る
人
も
増
え
て
く
る
。
皆
さ

ん
の
努
力
、
労
力
、
苦
労
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
、
制
度
を
作
る
側
は
理
解

で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
よ
り
よ

い
制
度
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
が
言
語
化
・
デ
ー
タ
化
し
、
声
を
上

げ
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
た
。
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岩
槻
区　

活
動
報
告

テ
ー
マ
　「
在
宅
生
活
い
つ
ま
で
も
‥
」

開
催
日
時　

平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）
18
時
30
分
～
19
時
45
分

開
催
場
所　

珈
琲
と
絵
本
と
雑
貨
の
お
う
ち
カ
フ
ェ　

タ
コ
マ
チ

　

今
年
度
第
２
回
目
の
岩
槻
ケ
ア
マ
ネ

サ
ロ
ン
は
、
タ
コ
マ
チ
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
昼
間
週
２
回
、
介
護
者
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。
ご
家
族
を
介

護
し
て
い
る
方
、
介
護
の
経
験
が
あ
る

方
、
介
護
や
福
祉
に
興
味
が
あ
る
方
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
、
介
護
に
つ
い
て

疑
問
に
思
う
こ
と
や
悩
み
に
つ
い
て
話

す
時
間
を
共
有
し
て
い
る
。
介
護
を
さ

れ
た
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
福
祉
分

野
の
制
度
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
講
師
に
、
さ
い
た
ま
高
齢
協

訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
岩
槻　

管
理
者　

細
井
陽
子
氏
を
お
招
き
し
た
。

ふ
れ
あ
い
岩
槻
は
、
介
護
保
険
事
業
で
の

訪
問
介
護
と
生
活
協
同
組
合
の
組
合
員

を
対
象
と
し
た
支
援
事
業
を
行
い
、
生

活
協
同
組
合
で
の
支
援
は
、
組
合
員
同

士
で
の
助
け
合
い
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
細
井
氏
が
関
わ
っ
た
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
事
例
検
討
を
行
っ
た
。
出

席
し
た
６
名
か
ら
は
、
自
分
が
経
験
し

た
ケ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
介
護

保
険
に
と
ど
ま
ら
ず
活
発
な
意
見
交
換

と
な
っ
た
。「
も
っ
と
話
し
を
聞
い
て
ほ

し
い
の
で
は
な
い
か
」「
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
し
、
対
象
者
の
考
え
を

引
き
出
し
て
も
ら
う
の
も
よ
い
」「
自
分

が
経
験
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
医
療
の
助

け
を
お
願
い
し
た
」
等
の
体
験
談
が
話

さ
れ
た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
情
報
、
知
っ
て
い
る

こ
と
を
ど
ん
な
時
に
活
用
す
る
の
か
は
、

経
験
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
ケ

ア
マ
ネ
も
悩
ん
だ
り
、
失
敗
や
八
方
ふ

さ
が
り
と
感
じ
る
こ
と
は
多
い
と
思
う
。

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
立
場
で
話
し
合

え
る
こ
と
や
悩
み
を
相
談
で
き
る
こ
と

は
大
切
で
、
出
席
者
か
ら
は
、「
い
ろ
い

ろ
情
報
を
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
ま
た

こ
の
よ
う
な
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
回
は
も
っ
と
出
席
人
数
を
増
や
せ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
同
じ
地

域
で
情
報
共
有
や
相
談
で
き
る
ケ
ア
マ

ネ
サ
ロ
ン
を
今
後
も
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　

今
回
は
、
嚥
下
、
言
語
等
を
専
門
と
し

て
い
る
「
言
語
聴
覚
士
」
に
着
目
し
、
大

宮
共
立
病
院　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
コ
ン
パ
ス
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
所
属
さ
れ
て
い
る
言
語

聴
覚
士
の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

事
例
を
通
し
、
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
（
役

割
り
）
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

お
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ケ
ア
マ
ネ
自
身
が

困
っ
た
事
例
、
聞
き
た
い
こ
と
を
言
語

聴
覚
士
に
質
問
等
を
行
い
、
話
し
た
内

容
を
発
表
す
る
流
れ
で
進
行
し
た
。

見
沼
区
・
北
区　

活
動
報
告

テ
ー
マ
　「 

教
え
て
・
言
語
聴
覚
士
さ
ん 

」　
～
話
し
た
い
・
食
べ
た
い
・
笑
い
た
い
～

開
催
日
時　

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）
14
時
00
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
二
階　

Ｃ
Ｇ
ア
ト
リ
エ
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ま
ず
は
「
大
宮
共
立
病
院　

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
言
語
聴
覚
士

の
働
き
、
介
入
方
法
の
説
明
後
、「
認
知

症
の
方
に
食
事
指
導
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
」

の
事
例
紹
介
が
あ
り
、
訪
問
看
護
よ
り
、

口
腔
内
に
食
事
を
た
め
込
み
、
摂
取
量

に
ム
ラ
が
あ
る
の
で
家
族
が
困
っ
て
い

る
と
の
相
談
に
よ
り
訪
問
し
、
食
事
評

価
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
評
価
と
家
族
へ

の
指
導
を
行
っ
た
。

　

内
容
は
、
姿
勢
の
調
節
（
誤
嚥
し
に

く
い
、
飲
み
込
み
や
す
い
姿
勢
）、
一
口

量
の
調
節
（
コ
ッ
プ
よ
り
ス
ト
ロ
ー
の

方
が
ム
セ
に
く
い
）、
食
後
の
口
腔
ケ
ア

（
残
留
物
の
誤
嚥
を
予
防
す
る
）
等
の
指

導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
家
族
か
ら

も
高
評
価
で
、
実
際
に
食
事
の
場
面
に

取
り
入
れ
て
み
た
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

認
知
面
の
低
下
に
よ
る
摂
取
量
、
嚥
下

機
能
の
向
上
を
図
る
の
は
困
難
で
は
あ

る
が
、
専
門
職
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

誤
嚥
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
る
。

　

２
事
例
目
、「
終
末
期
の
方
へ
の
食
事

指
導
」
抗
が
ん
剤
治
療
中
、
経
管
栄
養
、

Ｉ
Ｖ
Ｈ
と
な
っ
た
が
、
本
人
の
希
望
で

在
宅
に
戻
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
担
当
ケ

ア
マ
ネ
よ
り
相
談
。
本
人
、
家
族
よ
り

経
口
摂
取
の
希
望
が
あ
り
、
食
事
評
価
・

訓
練
を
目
的
に
訪
問
。
初
回
に
評
価
、
自

主
訓
練
指
導
を
行
い
、
２
回
、
３
回
目

は
嚥
下
訓
練
を
実
施
し
、
４
回
目
に
は

ゼ
リ
ー
を
用
い
た
嚥
下
訓
練
施
行
。
主

治
医
よ
り
入
院
の
指
示
が
あ
っ
て
も
本

人
の
意
思
で
在
宅
生
活
を
継
続
、
経
口

摂
取
の
訓
練
よ
り
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

を
重
視
し
、「
大
好
き
な
お
寿
司
を
食
べ

よ
う
」
と
一
致
団
結
し
５
回
目
～
12
回

目
に
粥
、
半
固
形
の
摂
取
介
助
指
導
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
お
寿
司
一
口
、
家

族
手
作
り
の
プ
リ
ン
を
二
口
摂
取
。
12

回
後
の
翌
日
に
他
界
さ
れ
た
が
、「
家
族

か
ら
も
本
人
の
希
望
が
叶
い
心
残
り
は

な
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。

　

事
例
３
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
方
に
文
字
盤
・
パ

ソ
コ
ン
の
導
入
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、Ａ
Ａ
Ｃ
（
拡
大
・
代
替
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
の
紹
介
、
試
用
、
使
用
練
習

を
行
い
、
簡
単
な
会
話
は
「
透
明
文
字

盤
」、
複
雑
な
内
容
を
伝
え
る
時
は
「
伝

の
心
」
と
使
い
分
け
て
使
用
。
本
人
よ

り
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
意

思
が
伝
わ
り
助
か
っ
た
。
家
族
か
ら
も
、

本
人
の
伝
え
た
い
こ
と
が
分
か
り
便
利

で
あ
っ
た
と
の
言
葉
が
聞
か
れ
た
。
Ｓ

Ｔ
を
早
く
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
会

話
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

を
習
得
で
き
、
病
気
が
進
行
し
て
も
意

思
伝
達
が
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

コ
ン
パ
ス
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
「
ペ
ロ
ペ
ロ
キ
ャ
ン

デ
ィ
し
か
舐
め
ら
れ
な
い
中
心
静
脈
栄

養
投
与
の
方
が
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
経
口

摂
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
事
例
に

つ
い
て
、Ｉ
Ｖ
Ｈ
で
禁
食
中
、当
時
、ヨ
ー

グ
ル
ト
で
誤
嚥
が
あ
っ
た
。
在
宅
で
の

介
護
負
担
軽
減
、
経
口
摂
取
に
よ
り
楽

し
み
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
嚥
下

訓
練
開
始
、
初
回
評
価
で
は
嚥
下
機
能

低
下
（
送
り
込
み
・
飲
み
込
み
と
も
に

低
下
）、
誤
嚥
時
の
喀
出
力
低
下
、
発
語

の
不
明
瞭
さ
が
み
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

評
価
に
対
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

フ
ー
ド
テ
ス
ト
に
よ
る
嚥
下
評
価
、
喀
出

力
向
上
の
た
め
の
呼
吸
訓
練
、
声
量
増

大
訓
練
、
舌
の
巧
緻
性
向
上
訓
練
を
施

行
。
経
過
と
し
て
、
氷
舐
め
を
初
回
行

い
、
や
や
頸
部
雑
音
あ
る
も
徐
々
に
改

善
。
ク
リ
ア
ゼ
リ
ー
を
一
口
ず
つ
開
始
、

順
調
も
余
り
食
が
進
ま
ず
。
水
分
ト
ロ

ミ
付
き
を
一
口
ず
つ
開
始
し
順
調
。
水

分
ト
ロ
ミ
が
ク
リ
ア
し
た
時
点
で
ペ
ー

ス
ト
食
（
離
乳
食
使
用
）
を
開
始
。　

嚥
下
食
（
区
分
３
）
軟
飯
ま
で
食
上
げ
し
、

後
は
お
刺
身
（
一
口
大
よ
り
小
さ
い
形
）、

ケ
ー
キ
な
ど
を
食
べ
て
い
た
。
現
在
は
、

柔
ら
か
食
を
摂
取
さ
れ
て
い
る
（
モ
ン

ブ
ラ
ン
が
大
好
き
）。

　

参
考
資
料
と
し
て
「
言
語
聴
覚
士
」
の

得
意
と
す
る
分
野
に
つ
い
て
、「
失
語
症

（
言
葉
が
出
な
い
、
遅
れ
る
）・
構
音
障

害
（
上
手
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
）・
音
声
障

害
（
声
の
質
、
大
き
さ
が
調
整
で
き
な

い
）・
嚥
下
障
害
（
よ
だ
れ
が
出
る
、
む

せ
る
）・
高
次
脳
機
能
障
害
（
集
中
で
き

な
い
）・
認
知
症
」。
話
す
、
聴
く
、
食

べ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

対
象
疾
患
と
し
て
、
脳
出
血
、
脳
梗

塞
、
ク
モ
膜
下
出
血
、
頭
部
外
傷
、
脳

炎
、
急
性
脳
炎
、
髄
膜
炎
、
脳
腫
瘍
、

神
経
難
病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄

小
脳
変
性
症
、
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
、
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多
発
性
硬
化
症
等
）、
食
道　

癌
な
ど
の

外
科
的
疾
患
の
術
前
、
術
後
。
認
知
症
、

精
神
発
達
遅
滞
、
脳
性
麻
痺
等
が
あ
る
。

　

そ
の
他
に
、
失
語
症
の
症
状
と
対
応

の
仕
方
に
つ
い
て
、
失
語
症
の
訓
練
例
、

構
音
障
害
（
発
生
発
語
が
何
ら
か
の
理
由

に
よ
り
、
語
音
が
出
せ
な
い
、
も
し
く

は
誤
っ
た
語
音
し
か
出
せ
な
い
）
に
は

「
運
動
障
害
性
構
音
障
害
」・「
器
質
性
構

音
障
害
」・「
機
能
性
構
音
障
害
」
が
あ
る
。

訓
練
方
法
と
し
て
、
発
生
の
特
徴
を
一

つ
ず
つ
指
導
し
て
い
く
。

　

嚥
下
障
害
の
症
状
と
し
て
食
べ
物
、
飲

み
物
が
む
せ
る
、
つ
っ
か
え
る
、
時
間

が
か
か
る
、
量
が
減
っ
た
食
後
に
痰
が

絡
む
な
ど
の
症
状
が
出
現
す
る
。

　

口
腔
の
訓
練
と
し
て
、
機
能
評
価
後
、

嚥
下
機
能
に
合
っ
た
食
形
態
の
調
整
、

介
助
方
法
な
ど
の
提
案
、
嚥
下
機
能
に

応
じ
て
「
食
物
を
使
っ
て
実
際
に
食
べ

る
訓
練
」、嚥
下
機
能
向
上
の
た
め
の
「
食

べ
物
を
使
わ
な
い
嚥
下
基
礎
訓
練
」
が

あ
る
。
他
に
高
次
脳
機
能
障
害
認
知
症

へ
の
リ
ハ
介
入
方
法
等
に
つ
い
て
の
事

例
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

今
回
、
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
の
内
容
、

役
割
な
ど
が
分
か
っ
た
こ
と
で
、
在
宅

生
活
を
支
援
し
て
い
く
上
で
大
切
な
そ

の
人
ら
し
さ
、
そ
の
人
が
望
む
こ
と
を

桜
区
・
西
区　

活
動
報
告

テ
ー
マ
　「
行
政
と
の
交
流
会
～
生
活
保
護
利
用
の
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
～
」

開
催
日
時　

平
成
29
年
１
月
30
日
（
月
）
16
時
00
分
～
17
時
15
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
４
階　

第
４
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　

昨
年
第
１
回
の
開
催
に
続
き
、
今
回

は
桜
区
高
齢
介
護
課
１
名
、
福
祉
課
４

名
、
西
区
高
齢
介
護
課
１
名
、
福
祉
課

2
名
の
計
8
名
の
職
員
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
22
名
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
桜
区
12
名
、
西
区
10
名
）
と

の
生
活
保
護
制
度
利
用
の
高
齢
者
の
支

援
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
前
半
は

桜
区
福
祉
事
務
所
の
石
井
氏
よ
り
、
生

活
保
護
制
度
と
利
用
者
の
現
状
に
つ
い

て
、

　

①
生
活
保
護
法
（
S
25
）
よ
り
日
本

国
憲
法
第
25
条
、「
最
低
生
活
保
障
」
と

「
自
立
の
助
長
」
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
決
ま
り
を
作
る
た
め
に
生
活
保
護

法
が
制
定
さ
れ
昭
和
25
年
の
そ
の
ま
ま

の
精
神
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
保
護

の
決
め
方
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル
で
、
最

低
生
活
費
に
満
た
な
い
か
上
回
る
か
で

決
め
ら
れ
る
。
個
人
の
消
費
に
か
か
る

お
金
（
食
べ
て
着
て
嗜
好
品
も
）
4
万

円
＋
世
帯
に
か
か
る
お
金
（
水
道
・
光

熱
費
等
）
4
万
円
＋
住
宅
費
（
桜
区
）

４
万
5
千
円
で
、
合
計
12
万
5
千
円
が

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
最
低
生
活
保
障
の
額
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

②
超
高
齢
化
社
会
と
生
活
保
護
（
国

民
年
金
法
S
36
・
介
護
保
険
法
H
12
）

で
は
、
国
保
に
も
介
護
保
険
に
も
入
れ

な
い
い
わ
ゆ
る
第
3
号
（
？
）
の
方
は

生
保
で
ひ
ず
み
を
担
う
。

　

③
医
療
と
生
活
保
護
（
国
民
健
康
保

険
法
S
33
）・
医
療
費
（
診
療
報
酬
）
と

介
護
報
酬
（
区
分
支
給
限
度
額
）
で
は
、

人
工
透
析
は
生
保
で
認
め
た
た
め
国
保

で
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
命
優

先
で
法
の
最
先
端
を
行
く
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
何
も
治
療
し
な
い
入
院
費
1
日

40
万
円
に
対
し
要
介
護
5
の
方
の
限
度

額
月
約
36
万
円
は
ど
う
考
え
る
？

　

④
社
会
情
勢
と
生
活
保
護
（
桶
川

叶
え
る
こ
と
で
生
き
る
気
力
と
な
り
充

実
し
た
時
間
が
持
て
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　

今
後
も
、
多
職
種
の
仕
事
の
理
解
、
連

携
を
大
切
に
し
、
利
用
者
、
家
族
が
充

実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
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「
一
人
で
思
い
悩
む
こ
と
は
な
い
。
良
い

連
携
を
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

改
正
を
目
前
に
「
意
欲
を
引
き
出
し

自
立
を
支
援
」
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の
行
政
と
の
顔
の

見
え
る
関
係
作
り
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
皆
さ
ま
、

お
忙
し
い
中
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

講
師
は
す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
峯

尾
先
生
。
研
修
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
隣

席
の
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を
行
い
、

指
名
を
受
け
て
発
表
す
る
と
い
う
対
話

方
式
を
交
え
た
講
義
で
、
以
下
の
よ
う

に
進
行
し
た
。

１
．
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何

　

か
？

　

①
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

　
　

居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、  

　

対
象
者
に
必
要
な
社
会
資
源
を
組
み

　

合
わ
せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
が
、　

　

施
設
に
お
い
て
は
基
本
的
に
必
要
な

　

も
の
全
て
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

　

の
意
味
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
存
在

　

し
な
い
。

ク
ー
ラ
ー
事
件
・「
次
長
課
長
問
題
」）

で
は
、
ク
ー
ラ
ー
な
く
夏
40
日
間
入
院

し
た
事
例
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
保
有
や
、

学
資
保
険
の
保
有
な
ど
騒
ぎ
に
な
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
あ
り
。
ま
た
憲
法
第

12
条
で
、「
国
民
に
保
障
す
る
事
由
及
び

権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
て
い
る
。

　

⑤
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

･･･

「
つ
な
げ
る
」
か
ら
「
つ
な
が
る
」

（
チ
ー
ム
に
よ
る
援
助
）
へ
。
ケ
ア
マ

ネ
に
つ
な
げ
る
と
終
わ
っ
た
気
に
な
っ

ち
ゃ
う (

笑)

。
生
活
保
護
利
用
の
高
齢

者
の
支
援
も
同
様
に
、
関
わ
る
職
種
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
個
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
経
験
も
違
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
よ
り

良
い
支
援
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
「
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
担
当
者
会
議
に
呼
ん
で

く
だ
さ
い
！
」
と
あ
り
が
た
い
お
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

　

後
半
は
職
員
の
方
々
を
交
え
て
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意

見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

盛
り
上
が
り
の
中
で
発
表
し
た
。
驚
い

た
こ
と
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
1
人
の
担

当
人
数
が
80
世
帯
超
え
！
ケ
ア
マ
ネ
の

35
件
な
ん
て
と
一
瞬
思
っ
て
し
ま
っ

た
。
亡
く
な
っ
た
方
の
家
財
道
具
の
片

づ
け
の
費
用
は
出
な
い
が
、
民
生
委
員

の
方
に
声
か
け
承
諾
を
得
れ
ば
出
る
。・

訪
問
は
重
要
性
の
頻
度
で
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
A
～
ち
な
み
に
E
は
6
か
月
に
１

回
。・
お
金
な
く
し
た
時
は
貸
す
こ
と
は

で
き
な
い
。・
鍼
灸
で
は
医
療
券
は
出
な

い
が
、
捻
挫
・
打
撲
は
通
院
で
き
る
。・

ケ
ア
マ
ネ
4
名
体
制
で
生
保
利
用
し
て

い
る
ご
利
用
者
18
名
の
事
業
所
あ
る
。・

若
い
方
よ
り
高
齢
の
方
の
方
が
申
請
を

我
慢
し
て
し
ま
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。・

入
院
や
入
所
時
の
保
証
人
は
？
後
見
人

は
？
か
ら
市
長
申
し
立
て
の
話
ま
で

等
々
挙
げ
ら
れ
る
。
前
回
同
様
「
こ
こ

だ
け
の
話
」
も･･･

。
最
後
に
係
長 

原

田
氏
か
ら
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
の
報
告

テ
ー
マ
「
施
設
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
関
す
る
勉
強
会
」

講
師
　
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
　
峯
尾
武
巳
氏

開
催
日
時　

平
成
29
年
２
月
４
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
第
３
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
桜
区
）
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②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
目
的
は
何
か
？

　
　

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
施
設
に
お
い
て

　

は
ケ
ア
の
質
の
向
上
、
つ
ま
り
生
活

　

の
質
の
向
上
の
た
め
に
あ
る
。

　

③
施
設
ケ
ア
の
特
徴
は
？

　
　

施
設
で
は
、
安
心
、
安
全
、
安
寧

　

が
24
時
間
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
パ
ッ

　

ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
。

　

④
施
設
の
仕
事
の
仕
方
の
特
徴
は
？

　
　

１
日
の
業
務
の
流
れ
が
あ
り
、
マ

　

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
集
団
ケ
ア
で
あ

　

り
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
利

　

用
者
の
基
本
的
な
生
活
は
ル
ー
チ
ン

　

ワ
ー
ク
で
保
証
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

　

こ
で
提
供
さ
れ
る
ケ
ア
は
画
一
的
に

　

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。　

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
理
解
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ

　

Ｄ
Ｈ
（
国
際
疾
病
分
類
）
を
理
解
す

　

る

　
　
「
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
治
す
」

　

と
い
う
医
学
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
考

　

え
方
に
よ
り
、
機
能
障
害
、
能
力
障

　

害
、
社
会
的
不
利
と
い
う
障
害
の
３

　

段
階
で
の
捉
え
方
は
、
マ
イ
ナ
ス
面

　

を
分
類
す
る
と
い
う
解
釈
が
懸
念
さ

　

れ
る
。

３
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
用
い
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

　

振
り
返
る

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
概
念
を
理
解
す
る
た
め

　

に
は
そ
の
構
図
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う

　

に
必
ず
自
身
で
図
を
書
い
て
み
る
こ

　

と
。
ま
た
壁
に
掲
示
す
る
な
ど
工
夫

　

を
し
て
常
に
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
構
図
を
意
識

　

す
る
こ
と
。

　
　

各
自
、
持
参
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
概
念
図
に
照
ら
し
て
振
り

　

返
り
を
行
う
。
最
後
に
、
代
表
し
て

　

一
人
の
方
が
前
に
出
て
振
り
返
っ
た

　

も
の
を
発
表
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
今
の
生
活
状

況
を
説
明
す
る
た
め
の
道
具
」
と
し
て

捉
え
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
直
す
た
め

に
使
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
明
日
以
降
、

施
設
へ
戻
っ
た
ら
必
ず
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
使
っ

て
ケ
ー
ス
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
。

で
き
れ
ば
一
人
で
や
る
よ
り
、
仲
間
を

見
つ
け
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

集
団
的
ケ
ア
の
中
で
あ
っ
て
も
で
き
る

限
り
個
別
性
を
追
求
す
る
こ
と
。
そ
れ

が
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
で
あ

る
。
そ
し
て
、
個
別
ケ
ア
を
追
求
す
る

た
め
の
道
具
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　
「
施
設
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
な

い
。
集
団
ケ
ア
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
」

「
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
プ

ラ
ン
に
な
っ
て
な
い
か
？
」
と
の
導
入

に
参
加
者
は
皆
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
し
て
熱
心
な
語
り
が
参
加
者
に

伝
わ
り
、
次
第
に
意
見
交
換
は
活
発
に

行
わ
れ
た
の
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
行
わ
ず
、
対
話
形

式
の
ま
ま
研
修
は
終
了
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
諦
め
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。『
施
設
ケ
ア

プ
ラ
ン
と
は
？
』『
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と

は
？
』
と
ず
っ
と
自
問
自
答
し
て
き
た

の
で
す
っ
き
り
と
し
ま
し
た
」「『
ル
ー

チ
ン
ワ
ー
ク
』
と
『
個
別
性
の
追
求
』、

業
務
の
中
で
自
分
の
仕
事
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
科
書
で
は
学

べ
な
い
実
践
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容

で
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
」「
現
実

に
即
し
た
講
義
で
、
ま
ず
は
や
っ
て
み

よ
う
と
思
わ
せ
て
下
さ
る
内
容
で
し
た
。

現
場
で
少
し
ず
つ
で
も
今
日
の
こ
と
を

励
み
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
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ちょっと   coffee  break

　春一番に、緑区役所にある早咲きの河津桜が咲く
と、なぜか西行を思い恋に恋したくなる姥桜。そ
う呼ばれる女盛りを過ぎても、なお美しさや色気が
残っている女性の願望か否か、桜を見ては気持ち高
ぶり、桜の香りが心奥底の乙女心を蘇らせます。２
月、平清盛の平家納経で有名な「厳島神社」に参拝
いたしました。フェリーから見える安芸の宮島は、
瀬戸内海に浮かぶ大鳥居と、厳島神社が美しい朱
色を輝かせて、清らかに優しく迎えてくれました。
1550 年（天文 19 年）にはフランシスコ・ザビエル
が旅の途中宮島に立ち寄り、その他、ヘレンケラー、
アインシュタインも訪れているのです。
　世界遺産、日本三景の一つ、厳島神社のご祭神は、
市杵島姫命（いちきしまひめのみこと）田心姫命

（たごりひめのみこと）湍津姫命（たぎつひめのみこ
と）宗像三女神と総称されています。春には満開の
桜が宮島を桜色に染め、秋には弥山のもみじが赤く
燃える優雅な三女神世界を堪能できます。遊郭茶屋
もあったという歴史もあり、殿方にとっては、恋や
ら愛やら大切な人との「ご縁」を繋ぐ神秘的な竜宮
城のような場所だったのですね。
　厳島神社と言えば、平清盛と言えば、幼馴染の西
行法師。愛を貫き大悲恋一筋に生きた西行は、文治
6 年 2 月 16 日（1190 年 3 月 23 日）73 歳で生涯を閉
じました。

会員 E

「願わくは花の下にて春死なん そのきさらぎの望月
のころ」＜願わくば２月 15 日頃、春の満開の桜の下
で死にたいものだ＞と詠み、「花にそむ　心のいかで
　残りけん　捨てはてきと　思ふ我か身に」＜いく
ら仏道に進んだとはいえ、花への思いは断ち切れま
せん＞「見る人に　花も昔を　思い出て　恋しかる
へし　雨にしをるる」と、＜花見に来た人を見て、
花もあなたと同様に白河院の花の御幸を思い出して
恋しがっているのでしょう。雨に降られたそうです
が、それは花の涙なのです＞桜という「花」は、鳥
羽院の妃・待賢門院（たいけんもんいん）のことだ
と言われています。西行伝説の待賢門院とのラブス
トーリー。思うたびに胸が熱くなります。　
　河津桜が散ると、ソメイヨシノが華麗な姿を現し
ます。さいたま市には桜の名所がたくさんあります
が、見沼用水縁に咲く満開の桜は、京都智積院の墨
絵のような芸術作品。眺めだせば、その場所から離
れる気にはなりません。
　「春風の桜を散らすと見る夢は さめても胸のさわ
　ぐなりけり」
＜春風が花を散らしている夢は、目覚めた後まで胸
のときめきがやむことなく続いているのです＞・・
桜が散り新緑が芽吹いて、また１年。別れと出会い
の歴史ロマンスに夢うつつとなりながら、今を生き
てる幸せを感じています。

ちょっと   coffee  break

リニューアルしたので見てくださ〜い !!

〒 331 －0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864 － 10
JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会
電話　048 －782 －6839　FAX　048 －782 －6840

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

さいたま市介護支援専門員協会 検索

◎　平成29年度　さいたま市介護支援専門員協会　「通常総会　及び　全体研修会（記念講演）」開催のご案内
開 催 日 　平成 29 年５月 20 日（土）
場　　所　　さいたま市民会館おおみや　小ホール
通常総会　　午後１時 45 分～２時 50 分
全体研修会　　午後３時 00 分～４時 45 分
演　　題　　「人生には夢と勇気と歌が必要だ！　～つらい時も前を向いて歌を歌おう～（仮題）
講　　師　　さくま　ひでき　氏

ご 案 内

元祖自前アーティスト！何でも自分でこなす癒し系シンガーソングライター
FM NACK5「さくまひできのサンデー音楽工房」放送中


